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社会貢献活動に取り組んでいます　～雄物川流域の清掃活動に参加～
　5月12日㈯、秋田市雄和の雄物川河川敷において開催された清掃活動に本会職員が参加しまし
た。
　今回の清掃活動は、ABS秋田放送の24時間テレビ事業「日本をきれいにするプロジェクト」の一
環として行われたもので、小雨の降る中、
約200名の参加者が分散して川原や土手
の清掃活動に取り組みました。
　約1時間後には、収集場所にタイヤや家
電、瓶、缶など大量のゴミが集められまし
た。
　参加者は、ゴミの多さに驚くとともに、
不要なものをルールに従って処分するこ
との大切さを再認識でき、「参加して良
かった。」という声が多く聞かれました。
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秋田県アパレル産業振興協議会の総会が開催　～新役員を決定～
　5月18日㈮、秋田市のアキタパークホテルにおいて、秋田県アパレル産業振興協議会（53会員）の
平成24年度通常総会が開催されました。
　総会では、平成23年度の事業報告書及び
収支決算書が承認されたほか、平成24年度
事業計画、収支予算案が原案どおり満場一
致で可決・承認されました。
　また、総会の中で、国や県に対して要望書
を提出することが決定されました。
　なお、任期満了に伴う役員改選が行われ、
会長には佐々木繁治氏（大同衣料株式会社）、
副会長には淡路穣氏と関口正之氏がそれぞ
れ再任されました。

【通常総会の様子】

～周年事業を開催される組合の皆様へ～
　本年度、周年事業において表彰式を開催される予定の組合がありましたら、本会の会長表彰に
関する対応をいたしますので、ご一報下さるようお願いいたします。
【ご連絡先　本会総務企画課】　018－863－8701

【清掃活動を終えて】
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　秋田県では、県産品を生産・製造する事業者が新商品開発や商品改良、販路開拓などを行う場合
にアンテナショップ等を利用することができる「テスト販売制度」を実施します。
　テスト販売期間修了後に販売員の意見や商品購入者の感想等をフィードバックします。

※秋田県産品の定義：�秋田県内で生産された農林水産物。農林水産物以外では、申請者が秋田県内
で製造した商品で、最終工程が県内で行われていること。

＜テスト販売の実施場所＞
　　・あきた美彩館（東京都港区高輪　ウイング高輪WESTⅢ1F）
　　・北東北三県大阪アンテナショップ「青森・岩手・秋田　北東北発見プラザjengo ！」
　　　（大阪府大阪市中央区南船場　出光ナガホリビル1F）
　　・秋田県産品プラザ（秋田県秋田市中通　アトリオンビルB1F）
　　・秋田ふるさと館（東京都千代田区有楽町　交通会館1F）
　　・秋田空港ターミナルビル（秋田県秋田市雄和　秋田空港内）

○応募資格　県内に主たる事業所を有する企業、組合、各種団体、グループ及び個人
○販売期間　2 ヵ月以内で希望する期間
　なお、「対象商品」や「販売条件」などの詳細につきましては、次にお問い合わせ下さい。

【お問い合わせ先】　秋田県観光文化スポーツ部　秋田うまいもの販売課
　　　　　　　　　調整・食品産業班　☎018－860－2258

　一般財団法人商工総合研究所では、中小企業の組織化に対する助成事業の一環として、「中小企業
組織活動懸賞レポート」を実施します。中小企業の組織活動に携わっている方々からの実体験に基
づく組合の活性化、新たな連携などに関する活動内容や成果の紹介、提言などを広く募集中です。

○テ  ー  マ　　テーマは自由です。下記に例を示します。
　　　　　　　①協同組合、商店街などの活動報告
　　　　　　　②企業組合の創業活動、活動報告
　　　　　　　③各種施策に基づく活動（（商店街活性化や農商工連携等）の活動報告等）
　　　　　　　④わが組合の人材育成支援・・・・・・等
○応募資格
　�　中小企業の組織活動に携わっている中小企業者、組合事務局、中小企業団体中央会、商工会・商

工会議所、交流や連携グループ、NPO等の実務者。個人での応募、グループでの応募、団体応募のい
ずれも可。ただし、本懸賞レポートの既入賞者（準賞の場合は除く）は応募できません。

○表　　彰　　10点以内
○賞　　金　　本賞各20万円　（※特賞　特に優れた作品がある場合は賞金30万円（1点））
○応募締切　　平成24年10月15日（当日消印有効）

【お問い合わせ先】　一般財団法人商工総合研究所
　　　　　　　　　〒135-0042　東京都江東区木場5丁目11番17号（商工中金深川ビル5F）
　　　　　　　　　TEL：03-5620-1691（代）　FAX：03-5620-1697
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.shokosoken.or.jp/
　　　　　　　　　E-mail：sri@shokosoken.or.jp
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秋田県産品テスト販売制度を実施�

平成24年度中小企業組織活動懸賞レポート募集中�
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■学卒求人に係るお願い　〜秋田労働局〜

■「ルールを守る安全職場　みんなで目指すゼロ災害」
〜全国国民安全週間〜

　厚生労働省では、産業界における自主的な労働災害防止活動を推進するとともに、広く一般の

安全意識の高揚と安全活動の定着を図るため、毎年、全国安全週間を実施しております。

　平成24年度も7月1日から7月7日までを安全週間、6月1日から6月30日までを準備期間とし

て、労働災害の防止を呼びかけています。

　みなさまの職場環境におかれましても、「安全衛生の担当者や労働者の方による現場の確認」、
「機械設備の安全基準や作業手順などの基本的なルールを守る」等の周知徹底をお願いします。

◎理事長としての抱負
　本組合は、昭和50年に「秋田県商工会連合会」、「秋田県商工会
議所連合会」、「秋田県中小企業団体中央会」の県内3経済団体の
機関決定に基づいて、「中小企業者の組織化」及び「中小企業者
の相互扶助」を目的として設立された組合です。現在、組合員は
27，000余名となっております。
　組合の目的は火災のみならず、落雷、破裂、爆発、風災、雪災、雹
災等で被災された契約者に一日でも早く復興して頂くことで
あり、「共済金の支払いを迅速に行うこと」が最大の使命と考え
ております。昨今、異常気象による災害が発生しておりますが、
「契約者に頼られる組合」そして「痒いところに手が届く組合」と
して益々精進して参りたいと考えております。
◎業界の現状について　
　昨今の組合を取り巻く環境は、小泉内閣時の「構造改革」の煽
りを受け、損害保険会社の合併、取扱代理店の減少、国外保険会社の日本への進出、インターネットに
よる保険の販売、損害査定部門の秋田からの撤退等業界を取り巻く環境は激変しております。組合は
平成20年4月1日より、上部団体である全日本火災共済協同組合連合会と共同元受体制をとり、「中小
企業者唯一の火災共済」として組織の強化に努めております。
◎座右の銘について
　座右の銘は、「誠実」です。会社経営においても組織運営においても常に心がけております。
◎趣味について
　趣味は、ゴルフ（健康のためのエンジョイゴルフです。）、盆栽（作って楽しみ、飾って楽しみ、観て楽
しんでいます。）、麻雀（友人と「わ

・ ・ ・ ・

いわい」やる麻雀です。）の3つを楽しんでいます。

秋田県火災共済協同組合
理事長　村　岡　淑　郎 さん

6ページの回答　１－×、２－○、３－○

事業主のみなさまへ

　大卒等の採用選考が4月1日から始まっている中で、高卒を対象とした学卒求人の受付が6月20

日より開始されます。

　企業の将来を担う優秀な人材の確保と地元定着による活力あるふるさとづくりのため、学卒求

人（高卒、大卒等）の早期提出をお願いします。また、応募者の適正と能力のみを基準とした公正な

採用選考をお願いします。

【お問い合わせ先】　秋田労働局職業安定課　若年者対策係　簾内・佐藤

　　　　　　　　　電話　018－883－0007


